
(57)【要約】

【課題】　体腔内に挿入して「内視鏡を介して体腔内の

異物を捕獲回収する体腔内異物除去治療」や血栓除去治

療が、高品質高能率にできる医療用処置具を提供する。

【解決手段】　被覆外層を有する中空撚線コイル体の主

線条部に操作用芯材をスライド自在に貫挿した可撓性線

条体にして、前記操作用芯材の両端は前記主線条部の前

端と該主線条部の後端の手元操作部に連結されると共に

、前記主線条部の先端近傍に前記被覆外層を剥離したス

トレート形態の前記中空撚線コイル体から成る膨縮径部

を備え、前記手元操作部による前記操作用芯材と前記主

線条部の相対スライドによって、前記膨縮径部のバスケ

ット状膨径変体と該バスケット状膨径からの縮径変体を

自在にした構造を特徴とする医療用処置具

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 覆 外 層 を 有 す る 中 空 撚 線 コ イ ル 体 の 主 線 条 部 に 操 作 用 芯 材 を ス ラ イ ド 自 在 に 貫 挿 し た
可 撓 性 線 条 体 に し て 、 前 記 操 作 用 芯 材 の 両 端 は 前 記 主 線 条 部 の 前 端 と 該 主 線 条 部 の 後 端 の
手 元 操 作 部 に 連 結 さ れ る と 共 に 、 前 記 主 線 条 部 の 先 端 近 傍 に 前 記 被 覆 外 層 を 剥 離 し た ス ト
レ ー ト 形 態 の 前 記 中 空 撚 線 コ イ ル 体 か ら 成 る 膨 縮 径 部 を 備 え 、 前 記 手 元 操 作 部 に よ る 前 記
操 作 用 芯 材 と 前 記 主 線 条 部 の 相 対 ス ラ イ ド に よ っ て 、 前 記 膨 縮 径 部 の バ ス ケ ッ ト 状 膨 径 変
体 と 該 バ ス ケ ッ ト 状 膨 径 か ら の 縮 径 変 体 を 自 在 に し た 構 造 を 特 徴 と す る 医 療 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 膨 縮 径 部 の 両 側 部 位 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 に 、 コ イ ル 素 線 群 の 結 束 固 定 手 段 を 設 け た 請 求
項 １ に 記 載 の 医 療 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 膨 径 前 の 膨 縮 径 部 の 長 さ が 、 中 空 撚 線 コ イ ル 体 の コ イ ル 素 線 群 の ３ ６ ０ ° 撚 り ピ ッ チ と
概 ね 同 一 に 設 定 さ れ た 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 医 療 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 手 元 操 作 部 が 、 主 線 条 部 側 と 操 作 用 芯 材 側 の 雌 ね じ 体 と 雄 ね じ 体 の 螺 合 機 構 、 ま た は 、
主 線 条 部 側 と 操 作 用 芯 材 側 の 操 作 片 の 近 接 ・ 離 反 ス ラ イ ド 機 構 か ら 成 る 請 求 項 １ ～ 請 求 項
３ の い ず れ か に 記 載 の 医 療 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 中 空 撚 線 コ イ ル 体 の コ イ ル 素 線 が 、 撚 り 線 か ら 成 る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記
載 の 医 療 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 手 元 操 作 部 が 螺 合 機 構 か ら 成 り 、 操 作 用 芯 材 の 撚 り 方 向 が 、 前 記 螺 合 機 構 に よ る 該 操 作
用 芯 材 の プ ル 操 作 の 回 転 方 向 と 同 一 に し て 、 か つ 、 中 空 撚 線 コ イ ル 体 の 撚 り 方 向 と 同 一 の
撚 り 形 態 か ら 成 る 請 求 項 ４ ま た は 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 医 療 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 膨 縮 径 部 の 膨 径 状 態 の セ ッ ト ロ ッ ク 手 段 を 設 け た 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載
の 医 療 用 処 置 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 体 腔 内 に 挿 入 し て 「 内 視 鏡 を 介 し て 体 腔 内 の 異 物 を 捕 獲 回 収 す る 体 腔 内 異 物
除 去 治 療 」 や 血 栓 除 去 治 療 等 に 用 い る 医 療 用 処 置 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 体 腔 内 異 物 の 捕 獲 回 収 に 用 い る 医 療 用 処 置 具 は 、 特 許 文 献 １ ・ ２ に 示 さ れ る 背 景 技 術 が
あ り 、 そ の 背 景 技 術 の 代 表 的 な 特 許 文 献 １ に は （ 図 ４ 参 照 ） 長 尺 可 撓 性 チ ュ ー ブ の シ ー ス
３ ０ 内 に 「 進 退 自 在 の 操 作 ワ イ ヤ ３ １ 」 と 、 そ の 操 作 ワ イ ヤ ３ １ の 外 周 に 「 先 端 部 分 が 容
易 に バ ス ケ ッ ト 状 に 膨 大 変 形 で き る 「 曲 り ぐ せ 」 を つ け た 数 本 の バ ス ケ ッ ト ワ イ ヤ ３ ２ 」
を 配 設 し て 、 先 端 を 操 作 ワ イ ヤ ３ １ と 一 体 に 連 結 し た 構 造 の も の が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 そ の シ ー ス ３ ０ 後 端 の 操 作 部 に よ っ て 操 作 ワ イ ヤ ３ １ を 進 退 操 作 し 、 シ ー ス ３
０ の 先 端 か ら バ ス ケ ッ ト ワ イ ヤ ３ ２ の 「 前 記 曲 り ぐ せ 部 分 」 を 突 き 出 さ せ る こ と に よ っ て
、 自 由 状 態 と な っ た 該 曲 り ぐ せ 部 分 を 自 力 膨 大 さ せ て ボ ー ル 形 態 輪 郭 の バ ス ケ ッ ト 部 ３ ３
を 形 成 し 、 そ の バ ス ケ ッ ト 部 ３ ３ に 体 腔 内 異 物 を 収 納 す る と 共 に 、 そ の 収 納 異 物 を 保 持 し
て 体 外 に 取 り 出 す 治 療 方 法 が 採 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － １ ９ ４ ３ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ９ ５ ０ ３ 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 上 の 背 景 技 術 の 医 療 用 処 置 具 は 、 バ ス ケ ッ ト 部 ３ ３ を 形 成 す る バ ス ケ ッ ト ワ イ ヤ ３ ２
の そ れ ぞ れ が シ ー ス ３ ０ 内 で ス ト レ ー ト 状 を 成 す 線 束 に し て シ ー ス ３ ０ の 先 端 か ら 突 き 出
し た と き 、 そ れ ぞ れ の バ ス ケ ッ ト ワ イ ヤ ３ ２ が 中 心 に 存 在 す る 操 作 用 ワ イ ヤ ３ １ を 共 通 の
弦 と す る 自 由 な 弓 形 状 を 呈 し て 隣 接 間 隔 を 有 し て 集 合 す る バ ス ケ ッ ト 状 の 膨 大 形 態 に 変 形
さ せ る 構 造 を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 バ ス ケ ッ ト ワ イ ヤ ３ ２ に 施 さ れ た 曲 り ぐ せ の 「 ば ら つ き 」 や 、 「 シ ー ス ３ ０ 内
の 配 設 ば ら つ き 」 個 個 の バ ス ケ ッ ト ワ イ ヤ ３ ２ が 体 腔 内 で 接 触 す る 「 体 腔 内 粘 性 度 」 体 腔
内 壁 と の 接 触 抵 抗 の 「 ば ら つ き 」 等 に よ っ て 、 そ の 個 個 の 弓 形 が 「 ば ら つ い た り ・ 倒 れ て
隣 接 間 隙 を 過 大 ・ 過 小 に 成 す 異 形 形 状 」 と な っ て 、 意 図 す る バ ス ケ ッ ト 形 状 が 不 安 定 に し
て 歪 形 状 に な り 易 い と 共 に 、 そ の バ ス ケ ッ ト 部 ３ ３ の 膨 大 形 態 が ワ ン パ タ ー ン に 限 定 さ れ
、 さ ら に 、 バ ス ケ ッ ト ワ イ ヤ ３ ２ の 各 素 線 毎 に 金 型 で 予 め プ レ ス 加 工 し て 必 要 な 熱 処 理 を
施 し 、 し か る の ち 、 そ の 各 線 を 等 間 隔 に 結 束 し て バ ス ケ ッ ト 状 と な す 複 雑 な 加 工 手 段 が 不
可 欠 で あ り 、 構 造 複 雑 に し て 成 形 加 工 性 が 劣 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 上 の バ ス ケ ッ ト 部 特 性 か ら 体 腔 内 異 物 の 捕 獲 ・ 収 納 作 業 が や り づ ら く 、 そ の 上 捕 獲 し
た 異 物 を 体 腔 内 に 落 下 さ せ る こ と が あ り 、 当 該 治 療 性 を 妨 げ る 難 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の 背 景 技 術 の 難 点 を 解 消 す る 治 療 用 処 置 具 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 上 の 技 術 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 の 医 療 用 処 置 具 は 「 被 覆 外 層 を 有 す る 中 空 撚 線 コ イ ル
体 の 主 線 条 部 に 操 作 用 芯 材 を ス ラ イ ド 自 在 に 貫 挿 し た 可 撓 性 線 条 体 に し て 、 前 記 操 作 用 芯
材 の 両 端 は 前 記 主 線 条 部 の 前 端 と 該 主 線 条 部 の 後 端 の 手 元 操 作 部 に 連 結 さ れ る と 共 に 、 前
記 主 線 条 体 の 先 端 近 傍 に 前 記 被 覆 外 層 を 剥 離 し た ス ト レ ー ト 形 態 の 前 記 中 空 撚 線 コ イ ル 体
か ら 成 る 膨 縮 径 部 を 備 え 、 前 記 手 元 操 作 部 に よ る 前 記 操 作 用 芯 材 と 前 記 主 線 条 部 の 相 対 ス
ラ イ ド に よ っ て 、 前 記 膨 縮 径 部 の バ ス ケ ッ ト 状 膨 径 変 体 と 該 バ ス ケ ッ ト 状 膨 径 か ら の 縮 径
変 体 を 自 在 に し た 構 造 」 が 特 徴 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 即 ち 、 前 記 構 成 の 本 発 明 の 医 療 用 処 置 具 は 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ７ ５ ７ ７ ４ 公 報 等 に 示 さ
れ る 「 多 数 の コ イ ル 素 線 を 同 一 円 周 上 に 撚 合 構 成 し た 可 撓 性 線 状 体 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 」
と そ の 可 撓 性 線 状 体 に 内 挿 し た 前 記 操 作 用 芯 材 に よ っ て 主 要 部 を 構 成 し 、 そ の 操 作 用 芯 材
を 「 プ ル 操 作 」 す る こ と に よ っ て 、 該 中 空 撚 線 コ イ ル 体 の 一 部 を 膨 径 弾 性 変 体 さ せ て 治 療
用 バ ス ケ ッ ト 部 と し て 機 能 さ せ る 思 想 を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お 、 前 記 構 成 に お け る 「 操 作 用 芯 材 と 主 線 条 部 の 相 対 ス ラ イ ド 」 と は 、 「 前 記 手 元 操
作 部 に よ る 操 作 用 芯 材 の プ ル 操 作 に よ る 主 線 条 部 と 操 作 用 芯 材 と の 相 対 ス ラ イ ド 移 動 」 を
意 味 し 、 前 記 中 空 撚 線 コ イ ル 体 は 「 コ イ ル 素 線 が 単 線 ま た は 撚 り 線 の も の 」 「 捻 回 抵 抗 負
荷 の 基 で 撚 回 し た り 加 熱 処 理 を 施 し た 高 度 の 回 転 追 従 性 ・ 真 直 性 付 与 形 態 の も の 」 が 包 含
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ し て 、 前 記 構 成 の 本 発 明 の 医 療 用 処 置 具 は 、 後 述 す る 特 有 作 用 効 果 の さ ら な る 安 定 向
上 を 図 る 技 術 意 図 か ら 「 前 記 膨 縮 径 部 の 両 端 部 位 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 に 、 コ イ ル 素 線 群 の
結 束 手 段 を 設 け た 態 様 」 「 中 空 撚 線 コ イ ル 体 の コ イ ル 素 線 の ３ ６ ０ ° 撚 り ピ ッ チ （ コ イ ル
素 線 の コ イ ル ピ ッ チ ） と 膨 径 前 の 膨 縮 径 部 の 長 さ が 概 ね 同 一 に 設 定 さ れ た 態 様 」 ま た は 「
手 元 操 作 部 が 、 主 線 条 部 側 と 操 作 用 芯 材 側 の 雌 ね じ 体 と 雄 ね じ 体 の 螺 合 機 構 、 ま た は 、 主
線 条 部 側 と 操 作 用 芯 材 側 の 操 作 片 の 近 接 ・ 離 反 ス ラ イ ド 機 構 か ら 成 る 態 様 」 「 該 膨 縮 径 部
の 任 意 膨 径 状 態 を ロ ッ ク す る セ ッ ト ロ ッ ク 手 段 を 設 け る 態 様 」 「 操 作 用 芯 材 を 撚 り 線 に す
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る と 共 に 、 そ の 撚 り 線 と 中 空 撚 線 コ イ ル 体 の 撚 り 方 向 を 同 一 に な し 、 か つ 、 操 作 用 芯 材 の
プ ル 操 作 に よ っ て 操 作 用 芯 材 の 撚 り を 緊 締 さ せ る 撚 り 方 向 形 態 」 を 必 要 に 応 じ て 採 択 す る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 基 本 形 態 の 本 発 明 の 医 療 用 処 置 具 は 、 体 腔 内 異 物 の 捕 獲 回 収 部 と し て 機 能 す る 膨 縮
径 部 が 「 被 覆 外 層 不 存 在 の 露 出 形 態 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 」 に よ っ て 構 成 さ れ 、 か つ 、 そ の
膨 縮 径 部 以 外 の 「 被 覆 外 層 存 在 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 」 と の 連 続 一 体 化 構 造 か ら 成 る の で 、
そ の 主 線 条 部 の 中 空 部 内 の 操 作 用 芯 材 に 加 わ る プ ル 外 力 に よ っ て 、 ス ト レ ー ト 状 の 該 膨 縮
径 部 の コ イ ル 素 線 が 素 直 に 反 応 し て 弾 性 変 位 し て 「 中 間 膨 大 ・ 両 端 絞 り の リ ブ 集 合 バ ス ケ
ッ ト 形 状 に 膨 径 変 体 」 す る 。 そ し て 、 そ の プ ル 外 力 が 不 存 在 に な る と コ イ ル 素 線 そ れ ぞ れ
の 復 元 反 力 に よ っ て 元 の ス ト レ ー ト 状 に 自 力 復 元 し て 縮 径 変 体 作 用 す る 。 な お 、 前 記 の プ
ル 外 力 の と き 膨 縮 径 部 以 外 の 主 線 条 部 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 は 、 被 覆 外 層 が 存 在 し て い る の
で 膨 径 変 化 す る お そ れ が な く 正 常 な ス ト レ ー ト 形 状 が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 そ の 膨 径 変 体 状 態 の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 の コ イ ル 素 線 は 、 コ イ ル 巻 き に よ る 撚 り
角 （ リ ー ド 角 ） に 基 づ い て 「 拡 径 変 体 し た バ ス ケ ッ ト 形 状 の 中 心 線 の 該 操 作 用 芯 材 に 対 し
て ス パ イ ラ ル 状 」 を 呈 す る と 共 に 、 コ イ ル 巻 き に よ る 加 工 応 力 を 残 留 さ せ た ま ま 弾 性 変 形
し て い る の で 、 外 力 に よ る 形 状 歪 が 極 め て 少 く 、 そ の ス パ イ ラ ル 状 の コ イ ル 素 線 群 が 輪 郭
す る バ ス ケ ッ ト 部 は 素 線 間 間 隙 の 崩 れ が 少 い 極 め て 良 好 な バ ス ケ ッ ト 形 状 に し て 、 か つ 体
腔 内 の 接 触 抵 抗 や 「 粘 性 度 」 に よ っ て 容 易 に 変 形 す る 恐 れ が な く 、 捕 捉 後 の 異 物 を 落 下 さ
せ る こ と な く 捕 捉 力 を 高 め る 応 分 の バ ス ケ ッ ト 剛 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 そ の バ ス ケ ッ ト 部 は 操 作 用 芯 材 を 弦 と す る 「 ス パ イ ラ ル 状 の コ イ ル 素 線 の 略 弓
形 」 の 集 合 か ら 成 り 、 そ の 弦 の 長 さ は 前 記 の 相 対 滑 り 度 に よ っ て 長 短 調 整 可 能 と な る の で
、 そ の 弦 長 の 調 整 セ ッ ト に よ っ て 「 膨 大 径 が 大 に し て 膨 大 ス パ ン が 少 な る 偏 平 形 態 バ ス ケ
ッ ト 部 」 「 膨 大 径 が 少 に し て 膨 大 ス パ ン が 大 な る 紡 錘 形 態 バ ス ケ ッ ト 部 」 「 こ の 両 者 の 中
間 形 態 」 の セ ッ ト が 自 在 に し て 、 そ の 上 、 そ の バ ス ケ ッ ト 部 の 母 体 の 膨 縮 径 部 は 、 主 線 条
部 の 任 意 位 置 に 設 定 で き る の で 、 体 腔 内 治 療 部 位 の 個 有 事 情 に マ ッ チ ン グ し た バ ス ケ ッ ト
部 の 多 様 形 状 パ タ ー ン の 設 定 が 自 在 と な る 。 以 上 の 形 状 特 性 ・ 形 状 変 化 性 に よ っ て 体 腔 内
異 物 の 捕 獲 が し 易 く 、 か つ 、 捕 獲 異 物 の 落 下 ト ラ ブ ル が 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 即 ち 、 例 え ば 前 記 紡 錘 形 バ ス ケ ッ ト 部 ・ 中 間 形 状 バ ス ケ ッ ト 部 に よ っ て 体 腔 内 異 物 を バ
ス ケ ッ ト 部 内 に 捕 獲 し 、 し か る の ち 、 前 記 偏 平 形 態 に 変 形 さ せ る こ と に よ っ て バ ス ケ ッ ト
部 内 の 捕 獲 異 物 を 押 え 込 み キ ャ ッ チ し て 落 下 さ せ る こ と な く 的 確 な 除 去 治 療 が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 治 療 用 処 置 具 は 「 被 覆 外 層 つ き 中 空 撚 線 コ イ ル 体 と 、 そ の 中 空 撚 線 コ
イ ル 体 に 貫 挿 す る 操 作 用 芯 材 」 の ２ 要 素 に よ っ て 主 要 部 が 構 成 で き る の で 、 背 景 技 術 の 「
シ ー ス ３ ０ ・ 操 作 ワ イ ヤ ３ １ ・ バ ス ケ ッ ト ワ イ ヤ ３ ２ 」 の ３ 要 素 に よ っ て 主 要 部 を 構 成 す
る も の よ り 構 造 簡 素 に し て 形 成 し 易 く 、 か つ 機 械 的 構 造 が 安 定 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 詳 し く は 背 景 技 術 の も の は 、 バ ス ケ ッ ト ワ イ ヤ ３ ２ に 予 め 「 曲 り ぐ せ 」 加 工 と 、 そ の 曲
り ぐ せ を 保 持 さ せ る 熱 処 理 加 工 が 必 要 に し て 、 そ の 加 工 バ ス ケ ッ ト ワ イ ヤ ３ ２ を 結 束 し て
シ ー ス ３ ０ 内 周 に 整 列 配 設 す る 困 難 な 成 形 加 工 が 不 可 欠 に し て バ ス ケ ッ ト 部 ３ ３ の 成 形 性
が 極 め て 劣 る と 共 に 、 そ の 配 設 ミ ス を 生 ず る リ ス ク が 高 く 形 状 安 定 性 に 欠 け る 。 し か し 本
発 明 の も の は 、 中 空 撚 線 コ イ ル 体 の 被 覆 外 層 を 必 要 長 に 単 に 剥 離 す る の み で 正 確 な 膨 縮 径
部 が 形 成 可 能 に し て 、 そ の 上 剥 離 位 置 を 変 え る の み で 、 バ ス ケ ッ ト 部 の 位 置 が 自 在 に 設 定
可 能 で あ り 極 め て 成 形 簡 素 に し て 、 か つ 精 確 形 状 の 膨 縮 径 部 が 成 形 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 の 特 有 作 用 に よ っ て 本 発 明 の 医 療 用 処 置 具 は 、 体 腔 内 異 物 の 捕 獲 回 収 等 の 治 療 が 極
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め て 的 確 か つ 迅 速 に な る 高 実 用 性 を 有 し て 当 該 治 療 性 を 特 段 に 向 上 す る 。 以 上 の 主 た る 作
用 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 前 記 基 本 形 態 に 基 づ く 好 ま し い 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま ず 、 図 １ ・ 図 ２ を 参 照 し て 本 発 明 １ 実 施 例 の 医 療 用 処 置 具 １ （ 以 下 、 単 に 処 置 具 １ と
い う ） を 説 明 す る 。 即 ち 、 細 長 可 撓 性 の 主 線 条 部 ２ の 前 端 近 傍 に 「 体 腔 内 異 物 の 捕 獲 回 収
用 の バ ス ケ ッ ト 部 Ｂ を 膨 縮 自 在 に 成 す 膨 縮 径 部 ３ 」 を 設 け る と 共 に 、 そ の 主 線 条 部 ２ の 後
端 に 「 膨 縮 径 部 ３ を 膨 縮 径 操 作 す る 手 元 操 作 部 ５ 」 を 備 え た 体 腔 内 異 物 の 捕 獲 回 収 治 療 用
の 処 置 具 １ に お い て 、 こ の 実 施 例 の 主 線 条 部 ２ は 「 多 数 本 の 線 材 を 撚 合 構 成 し て 中 心 芯 材
を 抜 き 出 し 、 ま た は 、 多 数 本 の 線 材 を 同 一 円 周 上 に 撚 合 構 成 し て 中 心 部 分 を 長 さ 方 向 に 貫
通 す る 中 空 部 １ ０ に 成 し た 中 空 撚 線 コ イ ル 体 ６ 」 に 樹 脂 質 の 被 覆 外 層 ８ を 一 体 に 設 け た 構
造 」 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 被 覆 外 層 ８ の 樹 脂 質 は 熱 可 塑 性 樹 脂 （ ポ リ ア ミ ド ・ ふ っ 素 樹 脂 等 ） 熱 硬 化 性 樹 脂
（ フ ェ ノ ー ル 樹 脂 ・ エ ポ キ シ 樹 脂 等 ） の い ず れ で も 良 く 、 熱 可 塑 性 樹 脂 で あ れ ば ロ ッ ク ウ
エ ル 硬 度 ８ ０ （ Ｒ ス ケ ー ル ） 以 上 の 比 較 的 硬 度 の 高 い も の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 こ の 主 線 条 部 ２ の 中 空 部 １ ０ に は 、 前 端 を 主 線 条 部 ２ の 先 端 に 連 結 し 、 か つ 、
後 端 を 手 元 操 作 部 ５ の 雄 ね じ 体 １ ２ の 先 端 に 連 結 し た 操 作 用 芯 材 ４ が ス ラ イ ド 移 動 自 在 に
貫 挿 さ れ 、 さ ら に 、 膨 縮 径 部 ３ は 「 主 線 条 部 ２ の 被 覆 外 層 ８ の み を 剥 離 し て 中 空 撚 線 コ イ
ル 体 ６ の ス ト レ ー ト 状 の 外 周 を 、 そ の ま ま 露 出 し た 構 造 」 に し て 、 主 線 条 部 ２ の 先 端 近 傍
に 長 さ Ｌ に 形 成 設 定 さ れ て い る 。 な お 、 図 中 の １ ５ は 主 線 条 部 ２ の 中 空 部 １ ０ の 先 端 を 閉
じ て 操 作 用 芯 材 ４ の 前 端 を 連 結 し た 先 頭 栓 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 手 元 操 作 部 ５ は （ 図 １ （ Ｄ ） 参 照 ） 「 雌 ね じ 孔 １ ７ を 有 し て 主 線 条 部 ２ の 後 端
に 固 着 し た 筒 状 の 雌 ね じ 体 １ １ と 、 こ の 雌 ね じ 体 １ １ に 螺 合 す る 雄 ね じ 部 １ ８ を 棒 状 の 把
持 部 １ ３ の 前 方 に 突 設 し た 雄 ね じ 体 １ ２ の 組 合 せ か ら な る 螺 合 機 構 を 有 し 、 そ の 雌 ね じ 体
１ １ の 外 周 に 突 設 し た 把 手 フ イ ン １ ４ を 指 先 で 保 持 し 、 雄 ね じ 体 １ ２ を 他 の 指 先 で 回 転 操
作 す る と 、 操 作 用 芯 材 ４ に プ ル 操 作 力 が 生 じ て 、 操 作 用 芯 材 ４ が 主 線 条 部 ２ の 中 空 撚 線 コ
イ ル 体 ６ の 中 空 部 １ ０ 内 を ス ラ イ ド 移 動 し て 、 前 記 構 成 要 件 の 主 線 条 部 ２ と 操 作 用 芯 材 ４
の 相 対 ス ラ イ ド 操 作 が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 こ の 実 施 例 の 操 作 用 芯 材 ４ は 、 「 直 径 ０ ． １ ６ 粍 の 素 線 を ７ 本 セ ッ ト に し て 、 そ
の う ち １ 本 を 芯 線 ・ 他 の ６ 本 を 該 芯 線 に 撚 合 し た 公 知 の 「 １ × ７ 」 の 撚 り 線 に し て 直 径 Ｄ
３ ＝ 約 ０ ． ５ 粍 」 で あ る 。 そ し て 中 空 撚 線 コ イ ル 体 ６ は 「 直 径 ０ ． １ 粍 の 素 線 ７ 本 を セ ッ
ト に し て 同 じ く 「 １ × ７ 」 に 撚 合 し た 直 径 ＝ ０ ． ３ 粍 の 撚 合 素 線 」 を １ ０ 本 撚 り 合 わ せ て
長 尺 中 空 コ イ ル 体 に 成 し た 形 態 に し て 、 下 記 の 工 法 に よ っ て 成 形 さ れ る 。 即 ち 、 該 撚 合 素
線 と 中 心 芯 材 を 用 い て ロ ー プ 状 に 撚 合 構 成 し た 後 、 該 中 心 芯 材 を 抜 き 出 し て 成 形 し た り 、
ま た は 、 そ の 中 心 芯 材 を 用 い な い で 該 撚 合 素 線 を 同 一 円 周 上 に 撚 合 構 成 し て 成 形 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 こ の 実 施 例 の 手 元 操 作 部 ５ は 雌 ね じ 体 １ １ ・ 雄 ね じ 体 １ ２ の 螺 合 機 構 に し て 、
雄 ね じ 体 １ ２ を 回 転 （ 右 ね じ の と き は 左 回 転 ・ 左 ね じ の と き は 右 回 転 ） し て 後 退 さ せ て 操
作 用 芯 材 ４ を プ ル 操 作 す る 構 造 で あ る こ と か ら 、 操 作 用 芯 材 ４ 中 空 撚 線 コ イ ル 体 ６ の 撚 り
方 向 が 下 記 の よ う に 設 定 さ れ て い る 。 即 ち 、 操 作 用 芯 材 ４ の 撚 り 線 は 、 プ ル 操 作 の 回 転 方
向 に よ っ て 「 撚 り が 緊 締 方 向 と な る 」 撚 り 方 向 （ Ｓ 撚 り ・ Ｚ 撚 り ） に し て 、 か つ 、 中 空 撚
線 コ イ ル 体 ６ の コ イ ル の 撚 り 方 向 が 操 作 用 芯 材 ４ の 撚 り 線 の 撚 り 方 向 と 同 一 に し た 撚 り 形
態 に 設 定 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の 図 １ 実 施 例 の 処 置 具 １ は （ 図 ２ 参 照 ） 先 頭 栓 １ ５ か ら 体 腔 内 に 挿 入 し て 体 腔 内 異
物 の 捕 獲 回 収 治 療 を 行 う と き 、 手 元 操 作 部 ５ を 回 転 操 作 し て 「 操 作 用 芯 材 ４ を 手 元 部 側 へ
プ ル 操 作 し て 主 線 条 部 ２ 内 を 後 退 ス ラ イ ド 移 動 」 さ せ る と 、 そ の ス ラ イ ド 移 動 に よ っ て 先
頭 栓 １ ５ に 手 元 側 へ の 引 き 寄 せ 外 力 を 生 じ 、 そ の 外 力 の 吸 収 ク ッ シ ョ ン 部 と し て 膨 縮 径 部
３ が 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 か く し て 、 そ の 引 き 寄 せ 外 力 に バ ラ ン ス し た 膨 径 力 が 膨 縮 径 部 ３ に 生 じ て コ イ ル 素 線 ７
の そ れ ぞ れ が 中 高 山 状 に 外 方 へ 弾 性 歪 し て 「 コ イ ル 素 線 ７ の そ れ ぞ れ が 適 量 間 隔 を 有 し て
輪 郭 リ ブ 線 と な る 「 膨 大 径 Ｄ １ ・ 膨 大 ス パ ン Ｓ １ の バ ス ケ ッ ト 部 Ｂ １ 」 に 膨 大 変 形 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 そ の 状 態 に お い て 手 元 操 作 部 ５ を 操 作 し て 、 前 記 プ ル 操 作 に よ る プ ル 力 を 解 消
す る と バ ス ケ ッ ト Ｂ １ は コ イ ル 素 線 ７ 自 体 の 復 元 収 縮 力 と 、 操 作 用 芯 材 ４ の 前 進 操 作 力 ま
た は 主 線 条 部 ２ の 後 退 力 の 支 援 に よ っ て 、 前 記 膨 大 変 形 状 態 の コ イ ル 素 線 ７ の そ れ ぞ れ が
、 元 位 置 ま た は 元 位 置 近 似 に 復 帰 し て 概 ね 元 姿 勢 に 縮 径 変 形 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ し て 、 そ の 治 療 に お い て 、 膨 径 変 形 状 態 の バ ス ケ ッ ト 部 Ｂ １ に 体 腔 内 異 物 を 捕 獲 回 収
す る 。 し か る の ち 、 そ の 収 容 異 物 の 落 下 防 止 を 図 る た め に 、 手 元 操 作 部 ５ を 操 作 し て 操 作
用 芯 材 ４ の プ ル 量 を 調 整 し て 「 膨 大 ス パ ン Ｓ １ ・ 膨 大 径 Ｄ 1の バ ス ケ ッ ト Ｂ １ を 膨 大 ス パ
ン Ｓ ２ ・ 膨 大 径 Ｄ ２ 偏 平 形 態 の バ ス ケ ッ ト Ｂ ２ 」 に 変 形 し て 、 該 異 物 を コ イ ル 素 線 ７ に よ
っ て 挟 着 保 持 し て 体 外 に 的 確 に 回 収 す る 治 療 方 法 を 必 要 に 応 じ て 実 行 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 こ の 実 施 例 の も の は 、 前 記 の バ ス ケ ッ ト Ｂ １ ・ Ｂ ２ の 形 状 を ロ ッ ク し て 当 該 治 療
を 一 段 と し 易 く す る 為 に 、 雌 ね じ 体 １ １ と 雄 ね じ 体 １ ２ の 螺 合 位 置 を セ ッ ト ロ ッ ク す る ロ
ッ ク ナ ッ ト ２ ７ を 雄 ね じ 体 １ ２ に 装 着 し た 「 膨 径 状 態 の セ ッ ト ロ ッ ク 手 段 」 が 付 設 さ れ て
お り 、 こ の セ ッ ト ロ ッ ク 手 段 は 下 記 の よ う に 作 用 す る 。 即 ち 、 膨 径 状 態 の バ ス ケ ッ ト Ｂ １
・ Ｂ ２ は コ イ ル 素 線 ７ の 弾 性 復 元 力 に よ っ て 膨 径 形 状 を 崩 そ う と す る の で ロ ッ ク ナ ッ ト ２
７ に よ っ て そ の 形 状 崩 れ を 防 止 し 、 バ ス ケ ッ ト 部 Ｂ １ ・ Ｂ ２ の 膨 径 変 体 形 状 を 術 者 の 任 意
形 状 に ロ ッ ク し て 当 該 治 療 性 の 一 段 の 向 上 が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の 図 １ 実 施 例 の 処 置 具 １ は 前 記 の 主 た る 作 用 効 果 と 前 記 の 捕 獲 異 物 の 良 好 な 捕 獲 回
収 性 の 特 有 作 用 が あ り 、 体 腔 内 異 物 の 捕 獲 回 収 治 療 が 極 め て 簡 便 か つ 的 確 に し て 当 該 治 療
性 を 特 段 に 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 操 作 用 芯 材 ４ と 中 空 撚 線 コ イ ル 体 ６ が 前 記 の 撚 り 構 成 か ら 成 る の で 、 プ ル 操 作
に よ る 操 作 用 芯 材 ４ の 撚 り 線 の 弛 緩 が な く プ ル 操 作 力 の 伝 達 性 が 良 好 に 成 る と 共 に （ 図 ２
（ Ｂ ） 参 照 ） 操 作 用 芯 材 ４ の Ｔ １ 方 向 の プ ル 操 作 回 転 の 影 響 を 受 け る 中 空 撚 線 コ イ ル 体 ６
は 、 Ｔ ２ 方 向 の コ イ ル 撚 り を 戻 す 作 用 力 を 受 け 、 近 傍 に 存 在 す る 膨 縮 径 部 ３ の 膨 径 変 体 作
用 を 支 援 す る 特 有 作 用 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 、 バ ス ケ ッ ト 部 Ｂ を 構 成 す る 中 空 撚 線 コ イ ル 体 ６ の コ イ ル 素 線 ７ が 撚 り 線 で あ る
こ と か ら 、 下 記 の 特 有 作 用 が あ る 。 即 ち 、 ス パ イ ラ ル 撚 回 し て バ ス ケ ッ ト 部 Ｂ を 輪 郭 す る
コ イ ル 素 線 ７ が 「 ス ト レ ー ト 線 の 同 一 膨 大 形 態 」 の も の よ り 表 面 積 大 に し て 、 柔 軟 性 が 向
上 す る の で 、 血 管 内 の 血 栓 ・ 粘 性 の 高 い 血 餅 等 の 捕 捉 回 収 が 一 段 と し 易 く な る と 共 に 、 血
管 壁 等 を 傷 つ け る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 続 い て 、 図 ３ を 参 照 し て 本 発 明 の 他 の 実 施 例 の 処 置 具 １ を 説 明 す る 。 即 ち 、 図 １ 実 施 例
と 同 様 な 「 主 線 条 部 ２ ・ 操 作 用 芯 材 ４ ・ 膨 縮 径 部 ３ 」 を 主 要 部 と す る も の に お い て 、 図 ３
に 示 す 処 置 具 １ は 下 記 の 態 様 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 即 ち 、 ま ず 図 ３ （ Ａ ） に 示 す も の は 手 元 操 作 部 ５ が 、 以 下 に 詳 述 す る 操 作 片 ２ １ ・ ２ ２
の 近 接 ・ 離 反 ス ラ イ ド 機 構 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 詳 し く は 、 主 線 条 部 ２ の 後 端 に 連 結 固 定 し た 管 体 に し て 後 端 に 指 先 係 止 孔 ２ ３ を 有 す る
雄 操 作 片 ２ ２ と 、 こ の 雄 操 作 片 ２ ２ の 胴 部 を 横 断 貫 通 し て 雄 操 作 片 ２ ２ の 周 壁 に 切 設 し た
ス リ ッ ト ２ ５ を 介 し て 長 手 方 向 に ス ラ イ ド 移 動 自 在 に 組 合 せ 、 か つ 、 両 側 に 指 先 係 止 孔 ２
３ を 設 け た 雌 操 作 片 ２ １ に よ っ て 前 記 の 近 接 ・ 離 反 ス ラ イ ド 機 構 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ し て 、 こ の 指 先 係 止 孔 ２ ３ に 指 先 を 入 れ て 雌 操 作 片 ２ １ を プ ル 操 作 す る こ と に よ っ て
、 主 線 条 部 ２ と 操 作 用 芯 材 ４ を 相 対 ス ラ イ ド 移 動 さ せ て 、 膨 縮 径 部 ３ の 前 記 Ｂ １ ・ Ｂ ２ の
膨 径 変 体 と 縮 径 変 体 を 成 す 手 元 操 作 部 ５ に 設 定 さ れ て い る 。 こ の 図 ３ （ Ａ ） の 近 接 ・ 離 反
ス ラ イ ド 機 構 の も の も 図 １ 実 施 例 の 螺 合 機 構 の も の と 同 様 に 機 能 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 こ の 実 施 例 の も の も 、 図 示 し な い が 雌 ・ 雄 操 作 片 ２ １ ・ ２ ２ の ス ラ イ ド 相 対 位 置
を セ ッ ト ロ ッ ク し て バ ス ケ ッ ト 部 Ｂ の 膨 大 形 状 を 任 意 形 状 に ロ ッ ク す る ロ ッ ク ボ ル ト か ら
成 る 膨 縮 径 部 ３ の 膨 径 状 態 の セ ッ ト ロ ッ ク 手 段 が 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す も の は 、 手 元 操 作 部 ５ が 前 記 の 雌 ね じ 体 １ １ ・ 雄 ね じ 体 １ ２ か ら
成 る も 螺 合 機 構 の も の に お い て 、 操 作 用 芯 材 ４ が 雌 ね じ 体 １ １ と 雄 ね じ 体 １ ２ に 設 け た 芯
材 孔 １ ６ に 遊 挿 さ れ る と 共 に 、 そ の 後 端 は ベ ア リ ン グ 部 １ ９ を 介 し て 把 持 部 １ ３ の 後 端 に
「 雄 ね じ 体 １ ２ と 相 対 回 転 自 在 」 に 連 結 さ れ て お り 、 雄 ね じ 体 １ ２ の 回 転 操 作 に よ る 操 作
用 芯 材 ４ の 有 害 な 回 転 外 力 を 防 止 す る 「 操 作 用 芯 材 ４ の 回 転 外 力 防 止 手 段 」 が 施 し て あ る
。 こ の 回 転 外 力 防 止 手 段 は 、 設 計 上 の 制 約 等 に よ っ て 前 記 プ ル 操 作 力 に よ っ て 操 作 用 芯 材
４ の 撚 り を 緊 締 す る 方 向 に 設 定 で き な い と き 、 特 に 有 効 と な る 。 な お 、 図 中 の Ｐ は ベ ア リ
ン グ 部 １ ９ の キ ヤ ッ プ で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 一 方 、 図 ３ （ Ｃ ） に 示 す も の は 膨 縮 径 部 ３ の 両 端 部 位 に 「 中 空 撚 線 コ イ ル 体 ６ の コ イ ル
素 線 ７ 群 を コ イ ル 状 の ま ま 結 束 固 定 す る 結 束 リ ン グ 体 ２ ６ に よ る 結 束 固 定 手 段 」 ま た は 「
コ イ ル 素 線 ７ 群 を コ イ ル 状 の ま ま 溶 着 固 定 す る 結 束 固 定 手 段 」 か ら 成 る コ イ ル 素 線 ７ 群 の
結 束 固 定 手 段 が 施 し て あ る 。 な お 、 結 束 リ ン グ 体 ２ ６ は パ イ プ 状 ・ 密 着 コ イ ル ば ね の い ず
れ で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 図 ３ （ Ｃ ） の 態 様 の も の は 、 膨 縮 径 部 ３ の 膨 径 変 体 の と き バ ス ケ ッ ト 部 Ｂ の 両 端 の
コ イ ル 素 線 ７ に 生 ず る 「 膨 径 変 体 に 基 づ く 応 力 」 を 該 結 束 固 定 手 段 に よ っ て 担 持 し て コ イ
ル 素 線 ７ の 浮 上 り ほ ぐ れ を 防 止 作 用 す る の で 、 膨 縮 径 部 ３ ・ バ ス ケ ッ ト 部 Ｂ の 形 状 が 安 定
し て 反 復 膨 縮 径 変 化 さ せ て も 形 状 崩 れ が な く 膨 縮 径 部 ３ の 前 記 特 有 作 用 が 一 段 と 安 定 し て
良 好 と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 一 方 、 図 示 し な い が 本 発 明 の 他 の 実 施 例 と し て 、 膨 縮 径 部 ３ の 長 さ Ｌ を 、 コ イ ル 素 線 ７
の ３ ６ ０ ° 撚 り ワ ン ピ ッ チ と 概 ね 同 一 に 設 定 す る 形 態 に す る こ と が あ る 。 こ の 形 態 の も の
は 膨 縮 径 部 ３ が 膨 縮 径 変 体 し た と き バ ス ケ ッ ト 部 Ｂ を 構 成 輪 郭 す る コ イ ル 素 線 ７ が 、 膨 縮
径 部 ３ の 中 心 線 を ３ ６ ０ ° 捻 回 す る ス パ イ ラ ル 形 態 と な る の で 、 特 に 膨 大 径 Ｄ ２ 偏 平 形 態
の バ ス ケ ッ ト Ｂ ２ に お い て 異 物 捕 捉 力 を 高 め る こ と が で き 、 さ ら に 、 操 作 用 芯 材 ４ を プ ル
操 作 す る と 、 ス パ イ ラ ル 形 態 の コ イ ル 素 線 ７ 群 が 相 互 に 接 触 状 態 と な っ て 、 前 記 の 特 有 作
用 が 一 段 と 安 定 し 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 そ し て 、 本 発 明 の 処 置 具 １ の 中 空 撚 線 コ イ ル 体 ６ は 以 上 の 実 施 例 に 限 定 さ れ ず 、 当 該 分
野 の 先 行 文 献 の 特 願 ２ ０ ０ ２ － ３ ５ ８ ８ ５ １ に 開 示 さ れ て い る 「 捻 回 抵 抗 負 荷 の 基 に 捻 回
形 成 す る と 共 に 、 加 工 に よ る 残 留 応 力 除 去 の 加 熱 処 理 を 施 し た 高 度 の 回 転 追 従 性 ・ 真 直 性
付 与 形 態 に 形 成 さ れ て 成 る 中 空 撚 線 コ イ ル 体 」 「 コ イ ル 素 線 ３ が オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン
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レ ス 鋼 線 か ら 成 る 中 空 撚 線 コ イ ル 体 」 「 形 状 記 憶 特 性 ・ 超 弾 性 特 性 を 示 す Ｎ ｉ － Ｔ ｉ 合 金
線 材 を 、 コ イ ル 線 の 一 部 に 、 ま た は コ イ ル 線 全 体 に 用 い た 中 空 撚 線 コ イ ル 体 」 「 膨 縮 径 部
３ 以 外 の 部 分 の 被 覆 外 層 ８ を 本 発 明 の 特 有 作 用 を 阻 害 し な い 範 囲 で 部 分 的 に 省 略 し た 形 態
」 「 樹 脂 被 覆 に 代 る ス テ ン レ ス 鋼 管 ・ 銅 管 等 の 金 属 製 管 体 の 被 覆 外 層 形 態 」 等 を 含 む 総 て
の 形 態 の 主 線 条 部 ・ 中 空 撚 線 コ イ ル 体 が 構 成 要 件 と な る 。 そ し て 、 操 作 用 芯 材 ４ は 単 線 形
態 の も の も 包 含 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 前 記 実 施 例 で は 「 被 覆 外 層 ８ を 剥 離 し た 露 出 形 態 の 膨 縮 径 部 ３ 」 の み を 説 明 し た
が 、 下 記 の 形 態 に す る こ と が あ る 。 即 ち 、 被 覆 外 層 ８ を 剥 離 し た 後 の 膨 縮 径 部 ３ に 、 ゴ ム
質 （ 天 然 ゴ ム ・ ウ レ タ ン ゴ ム 等 ） 等 の 柔 軟 被 覆 を 形 成 し た 「 被 覆 付 き 膨 縮 径 部 構 造 」 に し
て 、 例 え ば カ テ ー テ ル 等 を 併 用 し て 「 そ の 被 覆 つ き 膨 縮 径 部 」 を 膨 大 変 体 さ せ て 血 管 壁 に
摺 接 さ せ な が ら 、 カ テ ー テ ル 管 内 へ 体 腔 内 異 物 を 回 収 す る 治 療 手 法 等 を 可 能 に す る 形 態 に
す る こ と が あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 の 前 記 基 本 構 成 は 、 前 記 の 体 腔 内 異 物 の 捕 獲 回 収 治 療 用 の み で は な く 「 脈 管 内 異
物 除 去 治 療 具 」 等 と し て 広 く 応 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 １ 実 施 例 の 医 療 用 処 置 具 を 示 し 、 （ Ａ ） は 構 造 説 明 の 全 体 正 面 図 、 （ Ｂ ）
～ （ Ｄ ） は 部 分 拡 大 正 面 図
【 図 ２ 】 （ Ａ ） （ Ｂ ） と も 図 １ 実 施 例 の 医 療 用 処 置 具 の 用 法 ・ 作 用 説 明 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 医 療 用 処 置 具 の 他 の 実 施 例 を 示 し 、 （ Ａ ） （ Ｂ ） （ Ｃ ） と も そ の 要 部 の
構 造 説 明 図
【 図 ４ 】 背 景 技 術 の 医 療 用 処 置 具 の 構 造 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
１ 　 医 療 用 処 置 具
２ 　 主 線 条 部
３ 　 膨 縮 径 部
４ 　 操 作 用 芯 材
５ 　 手 元 操 作 部
６ 　 中 空 撚 線 コ イ ル 体
７ 　 コ イ ル 素 線
８ 　 被 覆 外 層
１ ０ 　 中 空 撚 線 コ イ ル 体 の 中 空 部
１ １ 　 雌 ね じ 体
１ ２ 　 雄 ね じ 体
１ ３ 　 把 持 部
１ ６ 　 芯 材 孔
１ ７ 　 雌 ね じ 孔
１ ８ 　 雄 ね じ 部
２ １ 　 雌 操 作 片
２ ２ 　 雄 操 作 片
２ ３ 　 指 先 係 止 孔
２ ６ 　 結 束 リ ン グ 体
Ｂ 　 バ ス ケ ッ ト 部
Ｄ 　 膨 大 径
Ｓ 　 膨 大 ス パ ン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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